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こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
対
応
は

遠
藤
町
長
／
有
識
者
の
指
導
、
助
言
を
得
て
推
進
し
て
い
く

①
主
な
要
因
で

あ
る
高
血
圧
の

対
策
と
し
て
、
関
係
機
関
・

団
体
の
協
力
の
も
と
、
特

定
保
健
指
導
、
減
塩
の
推

進
、
広
報
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
は
講
演

会
や
個
別
相
談
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

健
診
は
、
疾
病

な
ど
を
早
期
に

発
見
で
き
る
有
力
な
手
段

で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
収
縮
期

血
圧
有
所
見
者
の
割
合

は
、
県
内
第
２
位
、
男
性

は
急
性
心
筋
梗
塞
、
脳
血

管
疾
患
の
死
亡
割
合
は
全

国
で
も
２
倍
高
い
と
い
う

結
果
で
す
。

①
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
ど
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
か
。

②
平
成
21
年
３
月
に
作
成

さ
れ
た
健
康
づ
く
り
計
画

は
、
現
在
も
継
続
中
と
考

え
て
よ
い
で
す
か
。

町
長

門
馬

認
知
症
に
対
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
を
せ
よ

遠
藤
町
長
／
研
修
会
を
開
催
し
知
識
の
向
上
を
図
る

本
年
度
か
ら
、　
　
　
　
　

※
東
電
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
協
力
の
も
と
、

「
お
互
い
さ
ま
・
ケ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
研
修
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
老

人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
町
内

の
集
会
所
で
、
延
べ
10
回

の
研
修
会
を
予
定
し
て
お

り
、
修
了
者
に
は
認
定
証

を
交
付
し
、
地
域
の
高
齢

者
を
支
え
る
一
員
と
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、

希
望
者
に
対
し
、「
身
元
確

認
専
用
※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

を
給
付
し
、
徘
徊
に
よ
り

行
方
不
明
と
な
っ
た
際
の

身
元
確
認
と
早
期
発
見
に

繋
げ
る
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
計

画
の
中
で
、
認

知
症
支
援
体
制
の
充
実
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

認
知
症
の
方
を
地
域
で
支

え
て
い
く
た
め
に
は
、
近

隣
の
方
々
の
理
解
と
支
援

が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
町
民
へ
の
知

識
の
普
及
や
啓
発
を
ど
の

よ
う
に
推
進
し
ま
す
か
。

町
長

門
馬

防災備蓄倉庫の整備に向け進む工事 週 2回開放しているトレーニングルーム（保健センター）

遠藤　浩 議員

①
震
災
後
に
年

次
計
画
を
策
定

し
順
次
購
入
、
仮
備
蓄
し

て
い
る
状
況
で
す
。
倉
庫

が
完
成
次
第
、
想
定
避
難

者
数
に
対
応
す
る
数
量
を

早
期
に
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

②
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
被
災
者
数
及
び
駅
東
側

開
発
を
も
と
に
推
計
し
、

２
４
４
０
人
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
継
続
可
能

日
数
は
、
国
及
び
県
の
指

針
に
準
拠
し
、
３
日
分
と

し
て
い
ま
す
。

③
３
市
町
は
そ
れ
ぞ
れ
遠

隔
地
に
あ
り
、
災
害
に
よ

り
同
時
被
災
す
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

被
災
さ
れ
た
自
治
体
に
対

し
、
最
大
限
の
支
援
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

防
災
備
蓄
品
を
整
備
し
、
防
災
機
能
を
強
化
せ
よ

遠
藤
町
長
／
想
定
避
難
者
数
に
対
応
す
る
備
蓄
品
を
早
期
に
完
備

災
害
発
生
時
に

住
民
へ
の
支
援

を
円
滑
に
行
う
た
め
、
防

災
備
蓄
倉
庫
の
整
備
、
防

災
機
能
の
強
化
に
係
る
内

容
は
、

①
非
常
食
や
飲
料
水
、防
災

資
機
材
等
の
備
蓄
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
避
難
者
の
想
定
数
は
何

人
で
、
何
日
間
支
援
継
続

で
き
ま
す
か
。

③
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
３
市
町
と
結
ん
で
い
ま

す
。

　

大
規
模
災
害
時
に
３
市

町
の
避
難
者
受
け
入
れ
に

十
分
対
応
で
き
る
防
災
機

能
を
確
保
し
て
い
ま
す
か
。

①
制
度
を
開
始

し
た
平
成
25
年

度
は
、
８
行
政
区
に
対

し
、
延
べ
14
回
、
総
額
で

26
万
４
３
０
０
円
の
助
成

金
を
交
付
し
、
平
成
26
年

度
は
、
９
行
政
区
に
対

し
、
延
べ
15
回
、
総
額
で

町
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持･

強
化
を
図
れ

遠
藤
町
長
／
様
々
な
機
会
を
通
し
て
周
知
に
努
め
る

町
内
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
・

強
化
の
た
め
、
行
政
区
に

対
す
る
交
流
会
等
へ
の
費

用
補
助
は
、

①
こ
れ
ま
で
に
申
請
し
た

行
政
区
の
実
績
は
。

②
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
ど
の

様
な
方
法
で
制
度
活
用
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
か
。

③
『
町
民
全
体
の
厚
生
制

度
』
と
の
公
平
な
考
え
に

立
ち
、
親
睦
を
深
め
る
た

め
の
小
規
模
な
集
い
に
も

適
用
す
る
よ
う
制
度
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

遠
藤

町
長

町
長

遠
藤

36
万
７
０
０
０
円
、
今
年

度
は
８
月
ま
で
に
４
行
政

区
に
対
し
各
一
回
ず
つ
、

総
額
で
14
万
８
０
０
０
円

を
交
付
し
ま
し
た
。

②
こ
れ
ま
で
、
行
政
区
長

会
議
を
計
４
回
、
住
民
懇

談
会
及
び
住
民
説
明
会
は

計
４
回
実
施
し
利
活
用
に

つ
い
て
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
一

世
帯
あ
た
り
の
助
成
額
を

２
０
０
０
円
に
増
額
し
、

今
後
も
様
々
な
機
会
を
通

し
て
周
知
に
努
め
ま
す
。

③
適
用
範
囲
拡
大
に
つ
い

て
は
、
本
制
度
の
趣
旨
に

照
ら
し
て
、
今
後
検
討
を

重
ね
、
判
断
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
肥
満
や
運
動
不

足
も
関
係
す
る
た
め
、
平

成
27
年
９
月
よ
り
午
後
６

時
30
分
か
ら
８
時
ま
で
保

健
セ
ン
タ
ー
で
運
動
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
５
月
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
週
二

回
、
午
後
８
時
ま
で
開
放

し
、
手
軽
に
運
動
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
県
を
は
じ
め
と

し
た
有
識
者
の
指
導
、
助

言
を
得
な
が
ら
生
活
習
慣

病
予
防
な
ど
の
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

②
平
成
21
年
度
か
ら
、
平

成
30
年
度
を
目
標
年
度
と

す
る
10
年
計
画
で
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
増
進
事

業
や
母
子
保
健
事
業
に
継

続
し
て
取
り
組
み
、
計
画

に
沿
っ
た
事
業
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

※
東
電
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

　

東
京
電
力
㈱
が
株
主
で
あ
り
、

高
齢
者
向
け
の
訪
問
介
護
事
業
を

主
な
業
務
と
す
る
会
社

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

情
報
を
内
包
し
て
い
る
コ
ー
ド


